




The effect of exercise initiatives that utilize patient information matters
in one’s charge that have been provided in advance of the first
gerontological nursing practice session 
−From the point of view of nursing to find patient information matter in one’s charge−














Abstract: This study was conducted to clarify the learning effects of practical training used on the first day of
a gerontological nursing practice session. We analyzed data obtained from students’ writing concerning their
own “change of heart” attitudes pertaining to what effect the training session had on them after completing
the session. Five categories were analyzed: preparation in advance for the session, motivation and initiative to
achieve the targeted goal of the practice session, deepening of self‑learning as a result of the practice session,
practical care utilized by pre‑conceived images of what the practice session would entail, and learning from
the gap between pre‑conceived images and practical utilization. In addition to these categorical analyses, we
ascertained additional data regarding students’ concrete imagined situations in aiding patients and their
responsibilities towards their elderly patients prior to the first practice session. How well the students achieved
their target goals from the session and what was the driving force behind the preparation and mind set towards
the practice session. Also, based upon the gap between the reality presented by the session and the limits that
were met with the patients in the ward from limited advanced information provided, was analyzed. Additions
and corrections pertaining to necessary understanding of target goals of the session to improve learning
behavior was also extracted. Although the result shows that the aim of the nursing practice was attained, the
need for providing more detailed information of the patients to students prior to the training was suggested.





















































































































































































































実 習 へ の 原 動 力
（41）
自己学習の深まり
（29）
実習に向けた心の準
備（6）
対象を捉えようとす
る力（5）
サブカテゴリー
患者の全体像、援助場
面、具体的なケアのイ
メージ化（21）
援助方法を創意工夫す
る学習取り組み（17）
患者像をイメージする
ことで見える具体的な
関わり（個別性に配慮
した関わり）（5）
患者の立場に立った援
助の視点（4）
実習に対するイメージ
（2）
既習学習の想起（2）
想定して捉える必要性
（1）
想像力（1）
実習への動機付け・心
構え（16）
学習意欲の向上（19）
受け持ち患者への興味
関心（3）
自信（3）
自己の学習課題の明確
化（26）
自己学習の深まり
（3）
ケアのイメージ化によ
る不安の軽減（4）
受け持ち患者と出会う
ことへの緊張感（1）
責任感（1）
対象理解（3）
高齢者の特徴を捉える
視点（糸口）（2）
レポートへの記載内容
・受け持ち患者に起こりうるリスクや症状、状態など様々なこと
をイメージして考えていくことができた
・患者の状態やどんな援助が必要か想像し行ったことで、イメー
ジを明確化することができた
・疾患について学習するだけでなく、受け持ち患者のイメージが
できた
・具体的にイメージでき、疾患を意識した援助を実施するうえ
で、気をつけなければならない点が想像できた
・情報は十分でないため、想像を膨らませて援助方法を変えるな
ど考えながら行うことができた
・ＡＤＬの状態を想定しいろいろなパターンを考え演習ができた
・予想できるアクシデントやもっとＡＤＬが拡大しているので
は？と想像を膨らませることができた
・自分で受け持つことを決めた患者さんをどうケアしていき、明
日からどう関わっていくかを具体的に思い浮かべることができ
てきた
・イメージがわき、更に良い方法があるのではないかと考えるよ
うになった
・技術も大切だが、患者の気持ちをもっと考えた援助を行いたい
・実習のイメージがわいた
・援助技術を思い出すことができた
・患者に対しての想像力、様々な患者の状況の想定を行う必要性
を感じた
・想像力がつくと思った
・何が不足で、何の情報を得たいのか明確になった
・その人の全体像を考えることができ、実習への心構えができた
・頑張ろうという気持ちになり意欲が増した
・まだ不安だけど、イメージがついたことによって頑張ろうと思
えるようになった
・実習に向けての意欲がわいてきた
・想像しながら演習することで、相手のことを知りたいと思うよ
うになった
・どんな患者さんでも臨機応変に対応することができるのではな
いかと自信を持てた
・何が課題で不足な知識は何なのか分かった
・自分自身の学習の不足部分やもう少し学びたいという所が分か
った
・受け持ち患者の情報を踏まえた病態整理の確認や、想定をして
技術演習を行うと自分の課題（分からない点）が明確になり、
自己学習しやすい
・事前学習が深まった
・患者へどのように接し、援助を行うのがよいのかが分かり不安
が軽減された
・患者との出会いに対し不安や緊張が出てきた
・実習が始まる、患者さんを受け持たせていただくという責任感
が出てきた
・紙からの情報だけでなく自分で考える事が患者理解につながる
と思った
・疾患だけでなく、機能や認知、精神面などについても実習前か
ら考えるきっかけになった
表３　演習終了直後の学びや気持ちの変化　　（総件数：134）
２．実習終了後、演習が実習全体にどう活かされ
たのかや気持ちの変化（表４）
【イメージと実際のギャップからの学び】【イ
メージを活用したケアの実践】【演習経験の実習
での活用】【心構え・意欲】【事前学習への取り組
み】【高齢者とのコミュニケーションへの活用】
の６つのカテゴリーが抽出された。
【イメージと実際のギャップからの学び】では、
「実際に患者を見てみないと分からない事が多か
った」など、『事前の情報だけでは状態を把握し
老年看護学実習における事前に提供された受け持ち患者情報を活用した演習取り組みの効果　−受け持ち患者情報から見つける看護の視点−
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表４　実習終了後、演習が実習全体にどう活かされたのかや気持ちの変化　　（総件数：87）
カテゴリー
イメージと実際のギ
ャップからの学び
（30）
イメージを活用した
ケアの実践（29）
演習経験の実習での
活用（12）
心構え・意欲（11）
事前学習への取り組
み（4）
高齢者とのコミュニ
ケーション（1）
サブカテゴリー
事前の患者情報だけで
は状態を把握しきれな
い思い（10）
対象理解（9）
ギャップを埋めるため
の行動（5）
学習方法の習得（4）
個別性への気づき（1）
実習に向けての気持ち
の切り換え（1）
イメージしながら実践
するケア（看護の視
点、援助方法、関わ
り）（18）
実習へのスムーズな導
入（7）
気持ちへの配慮（2）
自信（1）
想像（1）
演習経験の実習での活
用（6）
基本的な援助技術の復
習（4）
その人を捉える視点の
明確化（2）
心構え、意欲（10）
心のゆとり（１）
事前学習の準備（3）
疾患の理解（1）
高齢者とのコミュニケ
ーション（1）
レポートへの記載内容
・実際に患者を見てみないと分からないことが多かった
・患者のイメージをつかむことはできるが、患者に会わなければ
ＡＤＬ状況も状態も分からない
・実際の患者さんで行うのと所要時間も全然違った
・イメージした患者と実際にお会いした患者との相違点を知ること
で、より深く受け持ち患者の状態を知り、理解することができた
・広い視点を持って関わることで、患者理解につなげる事ができた
・患者の状況とのズレをうまく修正しつつ、演習を基盤にして行
うことができた。
・ＡＤＬの状況から援助方法について考える過程を演習したことで、
病棟でも自分で考え実践するという事が身についていてできた
・個別性について考えるきっかけになった
・演習と実際は全く別だったが実習を行うことへの気持ちの切り
換えに役立っていた
・患者のイメージを膨らませて、疾病や援助を考えることがで
き、実際に受け持った時具体的な援助や関わりをすることがで
きた
・事前に演習することで、イメージや視野を広く持つことにつな
がった
・実際に援助を行う際イメージしやすく、ポイントや留意点に配
慮したり、根拠を意識したケアにつながったと思う
・患者のイメージが付き、スムーズに実習が開始できた
・想定していたことと変化はあったものの基盤がしっかりできて
いたのでスムーズに実習を行うことができた
・患者の気持ちを考えて行うことができた
・事前に演習で行ったものに関しては自信を持って行うことがで
きた
・大まかな部分ではあるが想像できた
・演習で行った車椅子移乗を臨床でも活かすことができた
・学内演習で行った援助内容について患者役の学生からの意見を
実習でも生かすことができた
・演習で想定した患者さんよりも実際はもっと自立している方で
あった。そのため演習通りには行うことができなかったが、車
いすの位置、基本的な援助方法も復習できた
・様々なことを統合して患者を捉えることが必要
実習に挑む前の心構えができた
・実習前に情報をもらい、演習していくことで患者の状態のイメ
ージと現実に差はあっても、注意点など基本的な項目を学ぶ機
会になるので、心構えが強く持てた
・一度、援助練習を行っていたため、気持ちに余裕はあった。そ
のため、実際に患者と関わりの中で、冷静に観察・判断し援助
を行うことができた
・事前に行うという意識付けが強くなった
・疾患を理解することで、アセスメントの展開がしやすくなった
・コミュニケーションに関して加齢による変化、疾患による影響
について十分考え会話することができた
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きれない思い』（10件）を抱きつつも、「イメージ
した患者と実際にお会いした患者との相違点を知
ることで、より深く受け持ち患者の状態を知り、
理解することができた」など『対象理解』（９件）
や『個別性への気づき』（１件）につなげること
ができていた。「患者の状況とのズレをうまく修
正しつつ、演習を基盤にして行うことができた」
など『ギャップを埋めるための行動』（５件）を
とることができた学生や、「ＡＤＬの状況から援
助方法について考える過程を演習したことで、病
棟でも自分で考え実践するという事が身に付いて
いてできた」など一連の演習を『学習方法の習
得』（４件）に発展させた学生もいた。「演習と実
際は全く別だったが、実習を行うことへの気持ち
の切り替えに役立っていた」という『実習に向け
ての気持ちの切り替え』（１件）に役立った学生
もいた。
【イメージを活用したケアの実践】では、「事
前に演習することで、イメージや視野を広く持つ
ことができた」、「患者のイメージを膨らませて、
疾病や援助を考える事ができ、実際に受け持った
とき具体的な援助や関わりをすることができた」
など、『イメージしながら実践するケア（看護の
視点、援助方法、関わり）』（18件）ができていた。
また、演習を実施したことで「患者のイメージが
付き、スムーズに実習が開始できた」など『実習
へのスムーズな導入』（７件）となり、「患者の気
持ちを考えて行うことができた」など『気持ちへ
の配慮』（２件）にもつながっていた。患者を
『想像』（１件）し、演習したことが『自信』（１
件）につながった学生もいた。
【演習経験の実習での活用】では、「演習で行
った車椅子移乗を臨床でも活かすことができた」
など『演習経験の実習での活用』（６件）ができ
た学生や、「演習通りには行うことができなかっ
たが、車椅子の位置、基本的な援助方法を復習で
きた」という『基本的な援助技術の復習』（４件）
として役立てた学生もいた。また、「様々な事を
統合して捉えることが必要」と『その人を捉える
視点の明確化』（２件）につながった学生もいた。
【心構え・意欲】では、「患者さんのイメージ
と、実際の患者さんは異なる部分が多かったが、
このような物品や援助が必要となるだろうと想定
して行うことができ、心構えができた」など、実
習に向けての『心構え・意欲』（10件）や、『心の
ゆとり』（１件）につながっていた。
【事前学習への取り組み】では、「少ない情報
からどんな状態かを想像して実習に励むことで、
事前学習をしっかりと行うことができた」「疾患
を理解することで、アセスメントの展開がしやす
くなった」など『事前学習の準備』（３件）や
『疾患の理解』（１件）につながっていた。
Ⅵ．考察
１．演習終了直後の学習効果
【イメージすることにより広がる看護の視点】
【実習への原動力】【自己学習の深まり】【実習に
向けた心の準備】【対象を捉えようとする力】の
５カテゴリーにまとめることが出来た。
【イメージすることにより広がる看護の視点】
では、受け持ち患者に関する情報用紙を基に、疾
患に関する学習に加え、ＡＤＬの状態に合わせた
様々な援助パターンをイメージすることが出来て
いた。これは、ＡＤＬの状態を読み取り、患者像
をイメージしていくプロセスにおいて、平面的だ
った情報を立体的に捉えることができたことを意
味するものと考える。また、患者役の学生に受け
持ち患者の状況を説明し相互に確認することで、
援助方法の創意工夫した取り組みや、予測される
リスクの視点を学習することにつながっていたと
考える。
【実習への原動力】では、単に援助場面を実施
するのではなく、ロールプレイによる患者像の具
体化が動機付けとなり、ケアへつなげるための情
報収集の視点が明確になったと考える。更に、具
体的な接し方や配慮・留意点を踏まえた実施が、
これならできるかもしれないという自信や、頑張
ろうという学習意欲の向上につながったといえる。
このような、まだ見ぬ患者への興味関心の高まり
や自信、学習意欲の向上は、能動的な姿勢で実習
に臨むための原動力となると考えられ、自分自身
で獲得できたことを認識できることが重要と考え
る。
【自己学習の深まり】では、受け持ち患者に対
する看護をイメージし実践することで、不足して
いる知識や自己の学習課題が明確になっていた。
これは、実演後に患者役の学生と相互に評価をす
ることで、自分では気付かなかったケアの視点が
フィードバックされ、学習内容の焦点化や学習の
必要性を自覚したためと考える。
【実習に向けた心の準備】では、予め与えられ
たシナリオの演習ではなく、実際に受け持つ患者
の情報から学生自ら援助場面を設定し実施したこ
とが、自信や翌日から始まる病院実習への適度な
緊張感、受け持たせていただくという責任感とい
った気持ちの準備性につながったと考える。
【対象を捉えようとする力】では、疾患だけで
なく、対象の身体機能や認知、精神面などについ
ても捉えるきっかけとなっていた。患者の状態を
自分で考えるという能動的な学習が、高齢者の特
徴を踏まえた実践的な患者の捉え方につながった
といえる。
２．実習終了後の学習効果
【イメージと実際のギャップからの学び】【イ
メージを活用したケアの実践】【心構え・意欲】
【演習経験の実習での活用】【事前学習への取り組
み】【高齢者とのコミュニケーションへの活用】
の６つのカテゴリーにまとめることができた。
【イメージと実際のギャップからの学び】では、
事前に提供される限られた情報から患者をイメー
ジすることへの限界と、実習で直接出会わなけれ
ば患者やＡＤＬの状態を理解することができない
というギャップを感じていた。対象理解は、実習
の方がより明確になると再認識すると同時に、実
際に自分自身で観察し捉えていくことの重要性を
学ぶことができていた。そして、実際とイメージ
との相違点を整理することで、そのズレの意味付
けやズレを解消するために必要な情報を追加・修
正するといった能動的学習行動の動機付けになっ
たと考える。
【イメージを活用したケアの実践】では、受け
持ち患者をイメージしながら取り組む演習は、具
体的な看護実践や実習へのスムーズな導入となっ
ていた。既習学習を基に対象の個別性に合わせた
看護を実践する中で、実習中も自分自身の看護を
振り返りながら実施した結果と考えられ、演習の
成果が現れていたと推察される。
【演習経験の実習での活用】では、山田ら６）
が実習中に演習の状況と似た場面に出会った場合
は、演習を活かした看護実践が出来ると報告して
いるように、演習経験を活用することが出来てお
り、更に演習で設定した状況以外に応用した学生
もいた。
【心構え・意欲】では、自分のイメージと実際
とにギャップが生じていても、受け持ち患者を想
定しながら留意点を踏まえて事前に行うというこ
とが心構えや心のゆとりに繋がっていた。実習前
段階の演習として受け持ち患者への援助を想定し
たように、実習中の受け持ち患者との関わりにお
いても同様に、日々の援助計画を考える場面で活
用することが出来たと思われる。
【事前学習への取り組み】では、事前学習の準
備や疾患の理解がアセスメントの展開のしやすさ
につながっていた。受け持ち患者に関する情報と
いう限られた情報だからこそ、様々な状況を考え
ながら既習学習を活用しようという取り組み姿勢
がみられ、更に事前学習をしてから実習に臨むと
いう学習準備の必要性や疾患の理解がアセスメン
トの展開に影響を及ぼしたと考える。
【高齢者とのコミュニケーションへの活用】で
は、加齢による変化や疾患による影響を踏まえた
コミュニケーション方法が取れていた。受け持ち
患者の年齢や身体的特徴から、加齢による変化や
機能障害の状態を踏まえた看護実践を認識したた
めと思われる。
３．演習終了直後と実習終了後の学習効果の比較
演習終了直後と実習終了後の学習効果を比較す
ると、演習終了直後の【イメージすることにより
広がる看護の視点】【対象を捉えようとする力】
と実習終了後の【イメージを活用したケアの実
践】、演習終了直後の【実習への原動力】【実習に
向けた心の準備】と実習終了後の【心構え・意
欲】、演習終了直後の【自己学習の深まり】と
【事前学習への取り組み】は、学習効果の共通要
素として捉えることが出来る。これらの内容は、
演習場面の一時的な学習効果に留まらず、実習終
了時まで継続されていたものといえる。演習では、
援助の一場面を想定して実演しているが、学習プ
ロセスの中で他の援助場面や状況ではどのような
ケアが出来るかといった能動的な学習姿勢が実習
中においても効果をもたらすと考える。
また、実習終了後の【イメージと実際のギャッ
プからの学び】【演習経験の実習での活用】【高齢
者とのコミュニケーションへの活用】は、実習を
しなければ学ぶことが出来ない学習内容といえる。
患者を捉えるためにはどうしたらよいのかを演習
と実習を対比させ、自分自身の看護を振り返りな
がら自己の学習課題に向かって看護実践をとおし
て得られた効果と推察される。
Ⅶ．まとめ
受け持ち患者に関する情報を活用した演習は、
老年看護学実習における事前に提供された受け持ち患者情報を活用した演習取り組みの効果　−受け持ち患者情報から見つける看護の視点−
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結果・考察から概ね成果が得られたといえる。ま
た今回の演習で実施した、受け持ち患者に関する
情報用紙から援助場面を設定し、演習・評価・学
習課題を明確にするという一連のプロセスは、想
定した条件以外の援助の可能性を探る思考や行動
力の向上にもつながったと考える。
更にその他の成果として、学生同士でロールプ
レイを実施し相互に評価をすることで、患者を演
じながら看護者としての視点を持つという援助さ
れる側とする側の両者の立場から場面を捉えるこ
とが出来ていた。自分の援助は対象にとってどう
であったのかと自分の看護を振り返ることにつな
がると考えられ、よりよいケアの発展に向けた動
機付けになると期待できる。
また、レポートへの記載はないが、演習でのコ
ミュニケーションにおいては、方言やゆっくりと
した会話表現を取り入れて患者役を演じる学生も
いた。老年看護学実習は施設実習と病院実習が連
続しているため、施設で生活している高齢者から
直に体験し学んだ学習成果を演習でのコミュニケ
ーションに取り入れることが出来たと考える。
Ⅷ．今後の課題
受け持ち患者に関する情報を活用した演習の成
果として、レポート記載の内容から演習の目的・
目標は概ね達成したといえるが、高齢者の看護と
いう視点の学びは少なかった。このことは、演習
の目的・目標に高齢者理解を意味する内容が含ま
れていないことや、受け持ち患者の状況を想定す
る際、疾患による機能障害に視点が偏り、加齢に
よる認知機能や視覚・聴覚といった感覚機能の変
化、病気や障害を持つ高齢者の心理を実感しがた
い状況であることが理由と考える。
今後は、高齢者の看護という視点での学びを引
き出すために、高齢者に共通する視点を理解出来
るような工夫が必要である。そのためには、対象
の特性を更に明確にし、リアリティを高めていく
など演習環境を整えていくことが課題といえる。
具体的には、眼鏡や耳栓を使用した感覚機能の低
下の実感や、錘やサポーターを使用して麻痺や運
動機能の低下を想定するなど、装具等を活用した
演習内容にするなど、演習効果を高めるための積
極的な取り組みをしていきたい。
本研究は、日本老年看護学会第17回学術集会で
一部報告している。
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